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とは何か。これら 3 点を念頭において、本書の内容に分け入っていこう。 
 




集約化し（pp. 96-98）、この分類体系は中華人民共和国成立以降も継承された（p. 102）。 
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 本書の第 3 章「衣装の変化の様相」では、モン・ジュアの居住村である H 村の 3 世代 3
人の女性が所有する衣装、計 233 点から文山州のモンの衣装の変容がいかなるものであっ
たのかを詳細に記述し、分析している。これらから分かる大きな特徴は、素材、形態、装
飾における変容である。3 世代 3 人の女性が所有する衣装のまとまりという資料の性質の





















ンの販売量が 5 倍から 10 倍ほどに急増している（p. 164）。 
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 第 6 章では、婚礼衣装に焦点があてられている。すでに 4 章の記述のなかにもあらわれ
ているが、若年層にとって、モンの「民族衣装」は旧正月や婚礼の際に着る「いわばハレ
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